
 

 

   

★かなの家インタビュー★   ～のむーちょのつぶやき～ 

2014 あき 

うれしーな♪うれしーな♪今回、僕で♪ 

僕はね、ひとつあるんですよ。今までこころは、

青野さんと横井さんと暮らしてたんだけど、江川

さんが来ました。なかま 3 人で暮らしているけど、

江川さんが来て、賑やか。たまにはケンカもする

けど･･･。江川さんが来て嬉しい。楽しい時も、辛

い時もあります。 

 あとひとつはね。仕事でね。頑張ります。今の仕

事はすごい好き。7 年目を迎えました。夏は、体調

が弱いこともあるんだけど、続けていきます。み

なさん、応援してください。 

僕の好きなアシスタントはまさみさんと、かおり

さんと垣原さんです。あとはね、ラマのマスターの

奥さんも好き。（ニヤニヤ） 

今、アシスタントが足りないもんで、男のアシス

タントがほしいです。 

  初めまして、こんにちは。私は金子太郎という者です。昨年、か

なの家に迎えてもらい、以後出たり入ったり、出たり入ったり…をさ

せていただいています。 

 かなの家のなかまの皆さん、そしてアシスタントの皆さんは個性と

優しさが豊かで、いつも刺激と助けをもらっています。僕は、出かけ

るのが好きです。出かける人には、帰る場所が必要です。かなの家

の皆さんは、いつも心から迎えてくれるので、安心して帰れます。皆

さん、いつもありがとうございます。これからも、よろしくお願いしま

す。そしてまだ、かなの家に出かけたことのない人がいたら、ぜひ来

てください。きっと素晴らしい出会いとなるでしょう。 

 

かなの家の大切な家族からの手紙 

       ～金子太郎さん～ 

     ↑野村安一さん（５３） 

現在、かなの家「こころ」で暮らしています。 

ちょっとしたイタズラや、変装が大好きで、誕

生会などの行事では、みんなを盛り上げてく

れる多彩な芸をもった方。2012 年に行われ

たアトランタのラルシュの集まりでは、その多

彩な芸と、温かい人柄を活かし、大活躍。一

躍、人気者に。 

金子太郎さん（写真手前） 八月の誕生会にて。 

同じ八月生まれの元アシスタント三輪直子さん、

仲間の江川さんと。昨年からスナフキンの様に訪

れ、畑作業を中心になかまと共に過ごしてくれま

す。 自然農、食の安全を目指しています。 

 

©かなの家のむらやすいち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ラルシュが生まれて 50周年」を各国のラルシュコミュニティでお祝いしています。正直なことを言うと

私の中ではあまり身近に感じていませんでした。しかし、フランスでのお祝いに派遣するかなの家からの代表

を選出する時期になって、やっと「かなの家にとってこのお祝いはなんだろう」と考え始めました。かなの家

がラルシュとして歩み始めて 20年以上になりますが、もしラルシュに出会っていなかったら・・・ 

仕事にまい進し石けんをたくさん売ってたくさんの利益を上げる会社になっていたかもしれません。 

あるいは、目標と存在意義を見失って解散していたかもしれません。 

しかし、幸いな事に佐藤仁彦さんの働きでラルシュと出会い、知的障がいを持った人達が持っているすばら

しい宝物に気がつくことができました。仕事の世界よりも心の世界を大事に生きる事が私たちみんなに必要で

ある事を教えてくれます。その知的障がいの仲間の宝物を他の人たちに伝えていく事が、今のかなの家の使命 

だとあらためて思います。仲間の宝物を発見しに、かなの家においでください。         

コミュニティリーダー  西田正志 

 

事務所に電話が響きます。「かなの家です。」

「少しお待ちください。」 ピッ！ピッ！ 内線

番号 12 「西田さん、～さんから電話です。」 

ところが、相手が所在知れずの職員の場合は大

変です。階段を息を切らして昇ります。 「～

さんいますか」 「・・・返事がない」子機を

持って走ります。 

時々、ゆったりと風のように事務所に来客が

あります。美佳さんです。              

 静かに背中にもたれかかってきます。冬は

暖かですが、夏は少し暑いです。あまりお相

手はできませんが、こちらの様子を察して

か、風のようにいつの間にか立ち去ります。

かなの家の作業場の中を、ゆったりマイペー

スで散歩されます。しかし時として思いも及

ばない速さで「どこでもドア」を開けます。 

さて今日も電話が鳴ります。 

「かなの家です。」       

事務  佐藤裕美 

アシスタントな ひとこま  その弐 

はじめまして、垣原愛実 (かきはら まなみ) です。 

かなのすまいで生活を始めて、２カ月程が経ちます。

ここの生活は高校時代の寮生活と似ており、時々懐か

しさも感じています。 

仲間の方やアシスタントの方たちと、お互いによく知り合い、 

気持ちの良い関係を築いていきたいです。 

趣味は国際交流と旅行です。国内外を問わず、ラルシュに 

繋がる様々な人との出会いや、交わりを楽しみにしています。 

よろしくお願い致します。 

 

 

私にとってラルシュとは・？ 

©かなの家のむらやすいち 



 

ジャン・バニエのことば 『コミュニティー ゆるしと祝祭の場』より Ｐ88 

 

 

 

 

もしわたしたちが自分で選択し、コミュニティーに入ったとしても、実は導き、

選ばれたのは神であることに気付かなければ、コミュニティーで引き続き生活で

きないだろう。内なる力を見出したときにのみ、困難な時期を生きられる。 

 
コミュニティ 

国際ラルシュ連盟では、様々なお祝いが行われます。 巻頭に登場した野村さん

は、2012年 6月にアトランタで行われた general assembly という 4年に 1回ある

世界大会へ参加しました。持ち前の明るさで会場を盛り上げ、一躍人気者となりま

した。 

今年はそのお祝いの中でも特に大きなものがあります。それは「ラルシュ創立 50

周年のお祝い」というものです。フランスのトロリーの小さな家で産声を上げたラ

ルシュは、今では 35 ヶ国に 146 のコミュニティにまで広がりました。このお祝い

はそのトロリーで開催され、その国の一番最初に出来たコミュニティが招待されて       

います。 

日本ではかなの家が最初のコミュニティなので、私たちも招かれました。海野裕子さ

んと政島香織さんが代表として参加します。この間かなの家でも現地で使う旗やシンボ

ルを皆と作ったり、かなの家の仲間の歴史を振り返るなど色々と準備を進めています。   

今までラルシュが続いて来たことに感謝し、これからの未来への懸け橋としていく大

きなお祝いであると思います。世界中のラルシュコミュニティ、そしてかなの家を支え

て続けてくれているすべての人と一緒に喜び祝い、祈ることが出来たら有難いです。 

                                               

 人間の判断には限界があります。神さまを慕い求め、祈り、御心に叶った生き方が 

できるよう、心がけたいと思います。      ― アシスタント見習い 垣原愛実 

ラルシュ創立 50周年のお祝いに参加します 

―ゆるしと祝祭の場― 

 

ちょうど一年前の『かなの家便り 2013あき』号で長島みどりさんへのインタビューが一面をかざっていた。

彼女の『あした 公園で』と名付けられた絵も添えられている。『便り』では残念ながら白黒だが、原画はだい

だいに白の混ざりあう色を背景にして、二匹のウサギのお嬢ちゃんたちが共に小首を傾げている。陽のさし始め

た朝もやの中に浮かんでいるかのように。赤い服着た子はレモン色の靴、レモンの服には赤い靴とおしゃまな格

好をさせている。「ねっ、あしたお祭り行く？」「ウン、イク」「内緒ね」「・・ナイショ」とつぶやくように。 

 

みどりさんは美佳さんや大介さん等、仲間の中でもさらに弱い人たちをいつも愛して

いた。小さな犬や猫、ウサギなどが描かれた服を大切に着ていた。どんな食事も残さず

に、きれいに片づける人だった。きょうという日は誰かの生きたかったあした、という

言葉を聞いたことがある。それならば、きょうというこの一膳を大事に味わえたら良い、

出来れば最後の一粒まで。おそらくは、昼の忙しさに忘れてしまう事もあるだろうが、   

それも良しとしてもらおう。 

みどりさんの絵 

仕事の責任者  横井圭介 



かなの家祭り２０１４ 

今年もやってきました！！かなの家祭り☆  今年は、ラルシュ 50周年記念

という事もあり、みんなで盛り上がることが出来る、プログラムになっています。 

テーマは「祭りにいかざぁ！みんなでやらざぁ！」です。（ちなみに静岡弁です）

地域の方々にも気軽に来てもらいたい…という想いも含めてこんなテーマになり

ました。せっけんや陶芸等の販売や、バザー、焼きそば等の出店もあります。 

 

 

日時：2014年 10月 18日（土） 10：00～14：00 

場所：かなの家、めぶき・つどいの駐車場   ※雨天決行 

今年もぜひお越しください☆★ 

かなの家カレンダー2015 完成しました！ 今月より販売開始します。年内いっぱい予約も可能です。 

詳しくは、同封しましたチラシをご覧ください。 

ご注文と同時にすぐに発送いたします。 

また、ご希望される期日の配達も可能です。 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５ TEL   ０５４－２０６－０８３０ FAX  ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAIL larche_kana@yahoo.co.jp  ウエブ http://www.larchejapan.org   

ブログ http://www.blog.larchejapan.org  郵 便 振 込   00870-9-17938 ラルシュ かなの家 

 

編集 ； 柗永真美  林健二   
印刷 ； 社会福祉法人ラルシュかなの家  プリントハウスまどい 

大幅に値下げしました！  ＮＥＷ オリーブせっけん 

しかも、品質・容量は全く変わらない。エッ、その訳は？！ 

詳しくは、同封しましたチラシをご覧ください。 

本物のエクストラバージン・オリーブオイルせっけんが 

1000円 から 800円へと、お求め安くなりました。 

昨年から始めた陶芸のペンダント、ストラップに新商品が出来ました。 

陶芸で作られた、バッチと箸置き、マグネットです。形もさまざまで、 

ネコやゾウ、ハトの動物シリーズからハートや星などの形もあります。 

十字架のペンダントの種類も増えました☆自分の好みにあったモノが 

きっと見つかるはずです。 

 

おしらせ ☆★ 新製品の紹介  ・・かなの家やバザーでも販売します。ぜひ、見に来てください 

 


